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特
別
展
「
錦
絵
が
語
る
美
濃
と
飛
騨
」

出
品
作
品
に
つ
い
て

守

　

屋

　

靖

　

裕

当
た
り
の
修
理
に
必
要
な
職
人
の
人
数
を
計
算
し
、
職
人
た
ち
に
酒
肴
を
与
え
て
、
信
長

へ
の
忠
節
を
説
く
。
次
の
日
か
ら
職
人
た
ち
は
作
業
に
励
み
、
三
日
目
に
完
成
し
た
。

本
図
は
そ
の
様
子
を
信
長
に
披
露
す
る
場
面
。
図
様
は
　
『
絵
本
太
閤
記
』
　
の
挿
絵
に
基

づ
く
。
右
上
に
は
説
明
文
を
添
え
て
い
る
。

当
館
は
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
九
月
十
五
日
か
ら
十
月
二
十
九
日
に
か
け
て
飛
騨

美
濃
合
併
一
三
〇
周
年
特
別
展
　
「
錦
絵
が
語
る
美
濃
と
飛
騨
」
　
を
開
催
し
た
。
こ
の
と
き

に
展
覧
会
図
録
（
岐
阜
県
博
物
館
学
芸
部
人
文
担
当
編
『
錦
絵
が
語
る
美
濃
と
飛
騨
』
岐

阜
県
博
物
館
、
二
〇
〇
六
年
九
月
）
　
を
発
行
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
一
部
の
出

品
作
品
に
つ
い
て
は
解
説
や
図
版
を
掲
載
し
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
図
録
に
解
説
を
掲
載
で
き
な
か
っ
た
出
品
作
品
を
取
り
上
げ
て
、

解
説
文
を
載
せ
て
図
版
と
と
も
に
紹
介
す
る
。
つ
ま
り
、
本
稿
は
図
録
の
補
遺
で
あ
る
。

図
録
と
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
の
記
述
体
裁
も
展
覧
会
図
録
の
凡
例
に
原
則
と
し

て
則
っ
て
い
る
。
本
稿
を
記
す
に
当
た
っ
て
参
照
し
た
文
献
も
、
展
覧
会
図
録
に
挙
げ
た

「
主
要
参
考
文
献
」
　
に
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
図
版
は
解
説
の
後
に
ま
と
め
て
掲
載
し
て
い

る。

Ⅱ
　
豊
原
国
周
　
大
日
本
三
名
将
鑑
　
大
判
錦
絵
三
枚
続
　
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）

荒
井
喜
三
郎
　
岐
阜
県
博
物
館

右
に
織
田
信
長
を
演
じ
る
四
代
目
中
村
芝
翫
を
描
く
。
国
周
　
「
地
名
十
二
ケ
月
之
内

六
月
」
　
（
出
品
番
号
1
0
）
　
と
配
役
・
役
者
と
も
共
通
す
る
。
左
に
豊
臣
秀
吉
を
演
じ
る
五
代

目
尾
上
菊
五
郎
、
中
央
に
億
川
家
康
（
＝
徳
川
家
康
）
　
を
演
じ
る
九
代
目
市
川
団
十
郎
を

配
置
す
る
。
歌
舞
伎
の
中
で
三
人
の
武
将
を
一
セ
ッ
ト
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
語

る
作
品
。

第
一
部
　
岐
阜
ゆ
か
り
の
戦
国
武
将

○
織
田
信
長

3
　
歌
川
国
芳
　
大
多
喜
永
の
械
塀
修
復
　
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
　
山
本
屋
平
吉

岐
阜
県
博
物
館

『
絵
本
太
閤
記
』
　
に
は
清
洲
城
割
普
請
の
話
が
載
せ
ら
れ
る
。
織
田
信
長
（
本
図
で
は
大

多
春
永
）
　
の
居
城
、
清
洲
城
で
は
石
垣
の
修
理
が
遅
れ
て
い
た
。
中
村
藤
吉
郎
（
後
の
豊

臣
秀
吉
。
本
図
で
は
中
浦
猿
吉
郎
）
　
は
三
日
で
完
成
さ
せ
る
と
信
長
に
約
束
。
石
垣
一
坪

1
2
　
松
亭
金
水
著
、
二
代
柳
川
重
信
画
　
日
本
百
将
伝
一
夕
話
　
巻
之
十
二
　
半
紙
本

安
政
四
年
（
一
八
五
八
）
　
河
内
屋
茂
兵
衛
　
岐
阜
県
博
物
館

「
一
夕
話
」
と
は
簡
単
な
話
の
意
味
。
本
書
は
道
臣
命
（
神
武
天
皇
東
征
の
と
き
に
活
躍
）

か
ら
豊
臣
秀
吉
ま
で
百
人
に
関
す
る
逸
話
を
絵
入
り
で
紹
介
す
る
墨
摺
本
。
嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
）
　
正
月
の
自
序
が
あ
り
、
こ
の
頃
の
刊
行
と
見
ら
れ
る
。
本
書
の
挿
絵
は
浮
世

絵
師
、
二
代
重
信
が
描
い
て
い
る
。

「
斎
藤
道
三
」
　
の
項
に
載
せ
ら
れ
る
挿
絵
に
は
、
織
田
信
長
が
道
三
を
訪
問
し
た
際
、
奇

異
な
格
好
で
美
濃
に
入
っ
た
話
を
描
く
。
信
長
が
粗
雑
な
身
な
り
で
や
っ
て
来
た
の
を
道

三
は
見
た
。
し
か
し
、
実
際
の
対
面
で
は
信
長
は
正
装
で
現
れ
た
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

描
く
。「

織
田
信
長
」
　
の
項
に
載
せ
ら
れ
た
挿
絵
で
は
本
能
寺
の
変
を
描
く
。
明
智
光
秀
が
寺
に

迫
り
、
こ
れ
を
織
田
信
長
や
森
蘭
丸
・
坊
丸
ら
が
迎
え
撃
つ
場
面
を
描
写
す
る
。



「錦絵が語る美濃と飛騨」出品作品について

43 ○
森
蘭
丸
と
そ
の
一
族

1
8
　
歌
川
国
芳
　
太
平
記
英
勇
伝
　
保
里
問
丸
永
保
　
大
判
錦
絵
　
嘉
永
元
年
（
一
八
四

八
）
～
二
年
（
一
八
四
九
）
　
山
本
屋
平
吉
　
岐
阜
県
博
物
館

保
里
蘭
丸
永
保
は
森
蘭
丸
の
こ
と
。
蘭
丸
の
実
名
は
成
利
と
さ
れ
る
が
、
長
定
と
す
る

説
や
長
康
と
す
る
文
献
も
あ
る
。
本
図
は
、
饗
応
の
役
を
務
め
た
明
智
光
秀
に
対
し
て
織

田
信
長
が
怒
り
（
国
芳
「
太
平
記
英
勇
伝
　
大
多
上
総
介
平
春
永
公
」
　
〔
出
品
番
号
7
〕
）
、

蘭
丸
に
命
じ
て
鉄
扇
で
光
秀
の
顔
面
を
打
た
せ
た
場
面
を
描
く
。
蘭
丸
の
傍
ら
に
落
ち
る

烏
帽
子
と
扇
子
は
光
秀
の
も
の
で
あ
る
。

土
人
形
は
、
庶
民
が
子
供
の
無
事
な
成
長
を
願
い
、
旧
暦
三
月
三
日
に
節
句
人
形
と
し

て
飾
っ
た
も
の
。
岐
阜
県
内
で
は
昭
和
中
期
頃
ま
で
各
地
で
飾
ら
れ
て
い
た
。

本
作
品
は
大
徳
寺
焼
香
で
、
羽
柴
秀
吉
が
三
法
師
を
肩
に
抱
い
て
現
れ
た
場
面
を
造
形

化
。
図
像
は
大
徳
寺
焼
香
を
描
い
た
浮
世
絵
と
共
通
し
、
月
岡
芳
年
「
魁
題
百
撰
相
　
羽

柴
太
閤
豊
臣
秀
吉
公
」
　
（
出
品
番
号
4
1
・
4
2
）
　
で
も
同
じ
形
姿
を
採
用
し
て
い
る
。
武
者
絵

と
土
雛
と
の
間
で
図
像
の
共
有
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

○
明
智
光
秀
と
そ
の
家
臣

2
7
　
柳
斎
重
春
　
三
代
目
中
村
歌
右
衛
門
の
武
智
光
秀
と
二
代
目
嵐
瑠
寛
の
真
柴
久
喜

大
判
錦
絵
二
枚
続
　
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
　
天
満
屋
喜
兵
衛
　
岐
阜
県
博
物

館
上
方
絵
と
は
上
方
で
刊
行
さ
れ
た
浮
世
絵
版
画
を
指
す
言
葉
で
、
江
戸
版
画
に
対
す
る

呼
称
で
あ
る
。
本
図
は
そ
の
上
方
絵
の
一
つ
で
あ
る
。
文
政
十
二
年
九
月
の
、
大
坂
角
の

芝
居
　
「
松
下
嘉
平
治
連
歌
評
判
」
　
に
取
材
し
た
作
品
。
中
村
歌
右
衛
門
が
演
じ
る
武
智
光

秀
（
＝
明
智
光
秀
）
　
と
、
嵐
璃
寛
が
演
じ
る
真
柴
久
吉
（
＝
豊
臣
秀
吉
）
　
を
描
く
。

4
4
　
落
合
芳
幾
　
太
平
記
英
勇
伝
　
竹
中
半
兵
衛
垂
海
　
中
判
錦
絵
　
慶
応
三
年
（
一
八

六
七
）
正
月
　
広
岡
屋
幸
助
　
岐
阜
県
博
物
館

本
図
は
竹
中
半
兵
衛
重
治
を
描
き
、
略
伝
を
添
え
る
。

重
治
は
斎
藤
竜
興
の
家
臣
だ
っ
た
が
、
わ
ず
か
十
数
人
で
稲
葉
山
城
を
奪
取
。
織
田
信

長
に
城
の
譲
渡
を
求
め
ら
れ
た
が
、
固
辞
。
竜
興
に
城
を
返
し
、
浅
井
長
政
に
仕
え
た
。

信
長
の
美
濃
平
定
後
、
信
長
に
仕
え
、
や
が
て
秀
吉
の
与
力
と
な
っ
た
。
名
軍
師
と
し
て

知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。

○
豊
臣
秀
吉
と
そ
の
与
力
・
家
臣

3
9
　
三
代
歌
川
豊
国
（
国
貞
）
　
木
曽
六
十
九
駅
　
細
久
手
　
日
吉
の
里
　
此
下
藤
吉

大
判
錦
絵
　
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
十
二
月
　
山
崎
屋
清
七
　
個
人
蔵

細
久
手
宿
近
く
の
日
吉
の
里
か
ら
、
幼
名
を
日
吉
丸
と
い
っ
た
豊
臣
秀
吉
（
歌
舞
伎
で

は
此
下
藤
吉
）
　
を
描
く
。
役
者
は
四
代
目
坂
東
彦
三
郎
。

4
7
　
歌
川
芳
虎
　
太
平
記
英
雄
鑑
　
大
判
錦
絵
三
枚
続
　
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
　
四
月

金
鱗
堂
　
岐
阜
県
博
物
館

「
太
閤
記
」
（
本
図
で
は
太
平
記
）
　
の
登
場
人
物
を
豊
臣
秀
吉
（
本
図
で
は
真
柴
大
領
久
喜
）

を
中
心
に
配
置
。
他
に
岐
阜
県
に
関
係
す
る
武
将
で
は
、
織
田
信
長
（
本
図
右
奥
の
大
多
上

総
介
春
永
）
・
森
蘭
丸
（
信
長
左
隣
の
保
利
蘭
丸
永
安
）
・
明
智
秀
満
（
本
図
左
下
の
武
智

左
馬
介
道
俊
）
・
堀
尾
吉
晴
（
秀
吉
の
右
下
の
織
尾
茂
助
青
春
）
を
描
い
て
い
る
。

第
二
部
　
美
濃
・
飛
騨
出
身
の
相
撲
取
り

土
人
形
　
（
土
雛
）
　
焼
香
太
閤
　
塑
造
彩
色
　
昭
和
初
期
、
二
十
世
紀
前
半
～
半
ば

岐
阜
県
博
物
館

三
代
歌
川
豊
国
（
国
貞
）
　
大
畠
力
両
国
橋
海
図
　
大
判
錦
絵
三
枚
続
　
安
政
三
年

（
一
八
五
四
）
　
大
黒
屋
平
吉
　
岐
阜
県
博
物
館



守　屋　靖　裕

「
お
お
ず
も
う
り
よ
う
ご
く
ば
し
を
わ
た
る
ず
」
　
と
読
む
。
江
戸
の
隅
田
川
に
架
か
る
両

国
橋
を
渡
る
、
当
時
人
気
の
あ
っ
た
相
撲
取
り
た
ち
を
描
く
。
ど
の
力
士
か
は
不
詳
だ
が
、

白
真
弓
も
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
に
描
か
れ
る
鏡
岩
は
越
後
出
身
で
、
美
濃
出
身

の
鏡
岩
と
は
別
人
。

5
0
　
二
代
歌
川
国
貞
　
荒
馬
と
虹
ケ
蒲
の
取
組
　
大
判
錦
絵
三
枚
続
　
万
延
元
年
（
一
八

六
〇
）
　
二
月
　
大
黒
屋
平
吉
　
岐
阜
県
博
物
館

本
図
に
お
い
て
、
飛
騨
出
身
の
燵
洋
（
白
真
弓
は
一
時
期
こ
う
名
乗
っ
て
い
た
）
　
の
名

が
西
の
方
に
、
美
濃
出
身
の
鬼
面
山
の
名
が
東
の
方
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
図

に
描
か
れ
て
い
る
力
士
、
荒
馬
と
虹
ケ
嶽
は
岐
阜
県
と
は
無
関
係
。

5
0
　
二
代
歌
川
国
輝
　
勧
進
大
相
撲
繁
栄
之
図
　
大
判
錦
絵
三
枚
続
　
慶
応
二
年
（
一
八

六
六
）
　
三
月
　
大
黒
屋
平
吉
　
岐
阜
県
博
物
館

本
図
は
画
面
を
コ
マ
割
り
し
て
、
場
所
入
り
、
引
き
分
け
、
東
西
呼
び
出
し
な
ど
、
相

撲
に
お
け
る
様
々
な
場
面
を
描
く
。
仕
度
部
屋
や
行
司
部
屋
な
ど
の
楽
屋
裏
風
景
を
描
い

た
コ
マ
も
あ
る
。
外
題
の
あ
る
コ
マ
の
右
下
に
鬼
面
山
と
不
知
火
の
取
組
表
が
見
え
て
い

る。

5
6
　
歌
川
芳
員
　
江
戸
大
相
撲
西
之
方
力
士
鏡
　
墨
摺
絵
　
江
戸
時
代
末
、
十
九
世
紀
半

ば
　
版
元
未
詳
　
岐
阜
県
博
物
館

本
図
は
墨
摺
絵
。
十
六
人
の
力
士
そ
れ
ぞ
れ
に
枠
を
作
っ
て
描
き
出
す
。
各
人
に
説
明

文
が
付
い
て
い
る
。
右
上
隅
の
鏡
岩
浜
之
助
は
越
後
出
身
で
、
美
濃
出
身
の
鏡
岩
浜
之
助

と
は
別
人
。
左
下
隅
に
は
飛
騨
出
身
の
白
真
弓
肥
太
右
衛
門
を
描
く
。
説
明
文
は
、
三
代

歌
川
豊
国
（
国
貞
）
　
「
白
真
弓
肥
太
右
衛
門
」
　
（
出
品
番
号
5
1
）
　
よ
り
も
簡
潔
な
内
容
。

6
7
　
落
合
芳
幾
　
文
久
元
辛
酉
年
善
勧
進
大
相
撲
土
俵
入
之
図
　
大
倍
判
錦
絵
　
文
久
元

年
（
一
八
六
一
）
　
西
村
屋
与
八
　
岐
阜
県
博
物
館

文
久
元
年
春
場
所
の
土
俵
入
り
を
描
く
。
土
俵
入
り
と
は
、
力
士
が
観
客
の
前
に
勢
揃

い
し
て
顔
見
せ
を
す
る
こ
と
。
力
士
は
化
粧
廻
し
を
着
け
、
行
司
の
先
導
に
よ
っ
て
土
俵

に
上
が
る
。
西
の
方
の
最
上
段
に
燵
洋
（
白
真
弓
）
、
東
の
方
の
最
上
段
に
鬼
面
山
の
名
前

が
見
え
る
。
具
体
的
に
ど
の
力
士
と
は
確
定
で
き
な
い
が
、
最
上
段
の
二
列
に
並
ぶ
力
士

の
中
に
、
二
人
は
交
じ
っ
て
い
る
。

本
図
の
上
部
の
改
印
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
十
一
月
を
示
す
。
ま
た
、
外
枠
の
上

辺
　
「
境
川
」
　
の
上
や
、
右
辺
中
央
の
や
や
上
辺
り
か
ら
画
中
に
か
け
て
、
版
木
の
継
ぎ
目

が
見
え
る
。
古
い
版
木
を
再
利
用
し
て
本
図
を
制
作
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

5
8
　
落
合
芳
幾
　
大
日
本
大
相
撲
勇
力
関
取
錆
　
大
判
錦
絵
三
枚
続
　
万
延
元
年
（
一
八

六
〇
）
六
月
　
小
林
鉄
次
郎
　
岐
阜
県
博
物
館

日
本
に
お
け
る
古
今
の
著
名
な
相
撲
取
り
の
名
前
を
列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
姿
を
描
く
。

鬼
面
山
は
谷
五
郎
（
美
濃
出
身
）
と
与
一
右
衛
門
の
名
が
名
簿
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
鬼
面
山
と
記
さ
れ
た
相
撲
取
り
は
図
中
に
一
人
し
か
描
か
れ
ず
、
ど
ち
ら
の
鬼
面

山
を
描
い
た
も
の
な
の
か
は
不
明
。
な
お
、
図
中
の
鬼
面
山
は
中
央
の
奥
の
方
に
描
か
れ
、

腕
組
み
を
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
本
図
の
鏡
岩
浜
之
助
は
越
後
出
身
で
、
美
濃
出
身
の
鏡

岩
浜
之
助
で
は
な
い
。

6
8
　
歌
川
国
明
　
大
角
力
稽
古
図
　
大
判
錦
絵
三
枚
続
　
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
　
三
月

若
狭
屋
与
一
岐
阜
県
博
物
館

「
お
お
ず
も
う
け
い
こ
ず
」
　
と
読
む
。
外
題
の
と
お
り
相
撲
取
り
た
ち
の
稽
古
を
描
く
。

後
方
に
控
え
る
力
士
の
中
で
、
左
か
ら
六
人
目
が
白
真
弓
で
あ
る
。
顔
を
横
に
傾
け
、
右

の
裸
に
左
手
を
入
れ
る
姿
で
表
さ
れ
る
。
そ
の
背
後
に
は
人
物
が
見
え
る
。
鬼
面
山
は
左

か
ら
三
人
目
で
、
う
ち
わ
で
涼
む
様
子
で
描
か
れ
る
。



「錦絵が語る美濃と飛騨」出品作品について

四

第
三
部
　
美
濃
と
飛
騨
の
産
業
・
物
産

○
飛
騨
の
匠

7
0
　
六
樹
園
飯
盛
　
（
石
川
雅
望
）
　
作
、
葛
飾
北
斎
画
　
飛
騨
匠
物
語
　
巷
之
一
半
紙

本
　
明
治
時
代
（
一
八
六
八
～
一
九
二
一
）
　
伊
丹
屋
善
兵
衛
　
岐
阜
県
図
書
館

初
板
本
は
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
　
正
月
に
角
丸
屋
甚
助
を
版
元
と
し
て
刊
行
。
当
資

料
は
後
摺
本
で
あ
る
。
外
題
に
　
「
新
板
」
　
と
冠
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
飛
騨
国
に
住
む
猪
名
部
墨
縄
と
檜
前
松
光
に
ま
つ
わ
る
伝
奇
小
説
で
、
『
今
昔
物

語
集
』
　
や
『
更
級
日
記
』
な
ど
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
左
甚
五
郎
の
巷
説
な
ど
も
交
え
て

編
ま
れ
た
読
本
で
あ
る
。
六
樹
園
の
序
文
に
は
北
斎
の
勧
め
で
筆
を
執
っ
た
と
あ
る
。
墨

縄
の
妙
術
で
内
容
が
展
開
す
る
。

本
書
に
は
歌
川
国
芳
「
江
都
錦
今
様
国
尽
　
飛
騨
　
飛
騨
の
内
匠
　
信
濃
　
八
重
垣
姫
」

（
出
品
番
号
0
0
）
　
の
元
と
な
っ
た
挿
絵
が
あ
る
。
こ
の
鶴
像
は
物
語
の
中
で
、
像
に
括
り
付

け
ら
れ
た
悪
人
を
遠
く
に
運
び
去
る
こ
と
に
な
る
。

○
美
濃
紙

7
5
　
美
濃
紙
　
昭
和
～
平
成
時
代
、
二
十
世
紀
　
岐
阜
県
博
物
館

本
品
は
現
代
の
美
濃
紙
。
三
代
歌
川
豊
国
（
国
貞
）
　
「
木
曽
六
十
九
駅
　
太
田
　
名
産
美

濃
紙
　
紙
屋
治
兵
衛
」
　
（
出
品
番
号
7
3
・
7
4
）
　
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
よ
う
に
、
美
濃
紙
は

美
濃
の
名
産
品
と
し
て
江
戸
時
代
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。
耐
久
性
に
優
れ
て
い
た
。

○
鵜
飼

8
2
　
濃
州
長
良
川
鵜
飼
図
　
大
倍
判
錦
絵
　
江
戸
時
代
末
、
十
九
世
紀
前
半
～
半
ば
　
文

淵
堂
　
岐
阜
県
博
物
館

岐
阜
宇
津
保
屋
町
の
文
淵
堂
か
ら
出
さ
れ
た
、
岐
阜
で
の
出
版
に
よ
る
岐
阜
の
風
物
を

描
い
た
作
品
。
鵜
舟
と
観
覧
客
が
乗
る
屋
形
舟
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
文
明
五
年
（
一
四

七
三
）
に
長
良
川
の
鵜
飼
を
見
た
一
条
兼
良
が
詠
ん
だ
和
歌
「
取
あ
へ
ぬ
夜
川
の
鮎
の
か
ゝ

り
や
き
め
つ
ら
と
も
見
つ
表
と
も
み
つ
」
　
（
『
ふ
じ
河
の
記
』
所
載
）
　
が
記
さ
れ
て
い
る
。

○
和
傘

7
2
　
和
傘
　
平
成
時
代
、
二
十
世
紀
　
岐
阜
県
博
物
館

本
展
図
録
で
は
本
資
料
を
昭
和
時
代
の
作
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
平
成
時
代
の
作

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
こ
に
訂
正
す
る
。

加
納
（
現
岐
阜
市
）
　
の
傘
生
産
は
江
戸
末
期
に
盛
ん
と
な
っ
た
。
材
料
の
竹
や
紙
に
恵

ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
藩
の
貧
し
い
下
級
武
士
の
内
職
と
し
て
傘
作
り
が
行
わ
れ
た

と
い
う
背
景
が
あ
る
。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
頃
に
な
る
と
、
従
来
の
番
傘
を
主
と
し

て
い
た
の
に
加
え
て
、
輸
出
用
の
絵
日
傘
も
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
十
五
年

（
一
九
四
〇
）
頃
は
和
傘
生
産
量
が
全
国
一
位
で
あ
っ
た
。

8
4
　
張
月
戴
　
鵜
図
　
絹
本
淡
彩
　
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
　
個
人
蔵

錦
絵
が
盛
ん
に
描
か
れ
た
時
代
と
同
じ
時
期
に
、
絹
に
描
い
た
淡
彩
画
。
鵜
の
絵
。
月

戴
は
、
名
古
屋
で
活
躍
し
た
画
家
、
張
月
樵
の
長
男
。
写
生
を
重
視
し
、
儒
学
や
書
な
ど

に
も
通
じ
て
い
た
と
い
う
。

8
5
　
三
浦
千
春
著
、
池
田
崇
広
画
　
美
濃
奇
観
　
上
巻
　
半
紙
本
　
明
治
十
三
年
（
一

八
八
〇
）
一
月
　
三
浦
饉
三
郎
　
岐
阜
県
博
物
館

本
書
は
上
下
巻
か
ら
な
る
冊
子
。
著
者
の
三
浦
千
春
、
出
版
人
の
三
浦
鏡
三
郎
、
発
党

人
の
三
浦
源
助
と
も
岐
阜
県
の
人
。
彫
は
名
古
屋
の
豊
原
堂
。
古
く
か
ら
美
濃
の
観
光
名

所
と
し
て
有
名
な
長
良
川
の
鵜
飼
や
養
老
の
滝
周
辺
を
文
と
絵
で
紹
介
す
る
。

上
巻
の
鵜
飼
に
つ
い
て
の
説
明
は
詳
し
く
、
鵜
匠
や
手
縄
、
鵜
飼
に
使
う
鵜
な
ど
を
色

摺
の
図
で
描
い
て
い
る
。
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五

8
6
　
福
田
旭
水
　
金
華
山
焼
　
鵜
飼
図
盃
　
明
治
時
代
、
十
九
世
紀
末
～
二
十
世
紀
初
期

岐
阜
県
博
物
館

鵜
飼
は
錦
絵
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
比
較
的
よ
く
採
用
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
本
作
品

は
、
や
き
も
の
に
鵜
飼
が
描
か
れ
た
近
代
の
作
例
。
旭
水
は
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

金
華
山
煤
の
窯
を
築
い
た
。
大
正
時
代
に
は
岐
阜
の
特
産
品
と
し
て
栄
え
、
こ
の
盃
の
よ

う
に
、
鵜
飼
を
題
材
と
し
た
作
品
も
多
く
作
ら
れ
た
。

59

新
板
木
曽
海
道
廻
双
六
　
間
借
判
合
羽
摺
　
享
保
（
一
七
一
六
～
三
六
）
　
～
天
保

（
一
八
三
〇
～
四
四
）
頃
　
美
濃
屋
平
兵
衛
　
岐
阜
県
博
物
館

京
都
の
美
濃
屋
平
兵
衛
か
ら
出
版
。
京
都
ら
し
く
合
羽
摺
と
な
っ
て
い
る
。
「
三
条
大
は

L
L
　
か
ら
始
ま
り
「
日
光
山
御
宮
」
　
で
上
が
り
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
日
光
例
幣
使
の
行

列
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
光
例
幣
使
は
京
都
の
朝
廷
か
ら
毎
年
派
遣
さ
れ
た
。

第
四
部
　
中
山
道
　
美
濃
十
六
宿
＋
馬
籠

○
街
道

9
3
　
月
岡
芳
年
　
東
海
道
名
所
図
会
　
（
部
分
）
　
大
判
錦
絵
三
枚
続
　
慶
応
元
年
（
一
八

六
五
）
五
月
　
大
黒
屋
金
之
助
　
岐
阜
県
博
物
館

歌
川
芳
虎
「
東
海
道
名
所
図
会
」
　
（
元
治
元
年
〔
一
八
六
四
〕
十
一
月
）
　
は
十
二
枚
続
の

錦
絵
で
、
行
列
が
日
本
橋
を
出
発
し
、
東
海
道
を
通
っ
て
京
に
至
る
図
で
あ
る
。
こ
の
十

二
枚
続
の
終
わ
り
（
左
）
　
か
ら
四
枚
（
宮
宿
～
京
）
　
と
入
れ
替
っ
て
、
芳
年
の
本
図
は
芳

虎
の
図
に
接
続
す
る
仕
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
芳
年
の
本
図
は
名
古
屋
か
ら
美
濃
を
経
由

し
て
大
坂
城
に
至
る
部
分
を
描
き
、
芳
虎
の
画
の
鳴
海
宿
に
接
続
す
る
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
る
。
芳
年
の
本
図
を
継
ぐ
こ
と
で
、
東
海
道
を
進
ん
で
き
た
行
列
が
尾
張
か
ら
美
濃
を

通
り
過
ぎ
て
大
坂
城
を
目
指
す
と
い
う
作
品
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

大
名
行
列
は
徳
川
家
茂
の
上
洛
に
取
材
し
た
も
の
。
こ
の
上
洛
は
当
時
の
人
々
の
注
目

を
集
め
、
浮
世
絵
の
格
好
の
題
材
と
な
り
、
多
く
の
作
品
が
生
ま
れ
た
。
芳
虎
の
画
は
文

久
三
年
（
一
八
六
三
）
　
二
月
十
三
日
出
発
の
上
洛
を
描
く
。
東
海
道
を
二
十
二
日
か
け
て

三
月
四
日
京
都
の
二
条
城
に
到
着
し
た
。
一
方
、
芳
年
の
本
図
は
慶
応
元
年
五
月
十
六
日

出
発
の
上
洛
に
基
づ
く
。
東
海
道
・
美
濃
路
・
中
山
道
を
通
り
、
京
に
入
っ
て
参
内
し
た

後
、
閏
五
月
二
十
三
日
大
坂
城
に
入
っ
た
。

○
英
泉
・
広
重
描
く
木
曽
海
道
六
拾
九
次
之
内

1
1
2
　
歌
川
広
重
　
木
曽
海
道
六
拾
九
次
之
内
　
加
納
　
横
大
判
錦
絵
　
天
保
十
年
（
一
八

三
九
）
頃
　
版
元
未
詳
　
岐
阜
県
博
物
館

加
納
宿
は
加
納
城
の
城
下
町
。
画
面
右
奥
に
見
え
る
の
が
加
納
城
。
前
景
を
大
名
行
列

が
整
然
と
列
を
な
し
て
進
む
。
出
く
わ
し
た
人
は
道
ば
た
に
控
え
て
通
り
過
ぎ
る
の
を
待

つ
。
本
図
は
後
摺
。

○
国
芳
描
く
木
曽
街
道
六
十
九
次

1
2
9
　
歌
川
国
芳
　
木
曽
街
道
六
十
九
次
之
内
　
落
合
　
久
米
仙
人
　
晒
女
　
大
判
錦
絵

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
六
月
　
林
屋
庄
五
郎
　
岐
阜
県
博
物
館

『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
る
久
米
仙
人
の
逸
話
を
描
く
。
飛
行
能
力
を
得
て
空

を
飛
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
吉
野
川
の
岸
で
洗
濯
し
て
い
る
女
性
の
足
を
見
て
欲
情
し
、
神

通
力
を
失
っ
て
墜
落
。
仙
人
は
こ
の
女
性
を
妻
と
し
て
俗
世
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

新
し
く
都
を
造
る
際
、
再
び
神
通
力
を
得
て
材
木
を
空
に
飛
ば
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
都
を

造
営
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
功
績
で
土
地
を
与
え
ら
れ
、
そ
こ
に
寺
を
建
て
た
。
こ

れ
が
久
米
寺
（
現
奈
良
県
橿
原
市
）
　
で
あ
る
。

女
性
の
足
に
惑
わ
さ
れ
て
落
ち
る
久
米
仙
人
は
、
勝
川
春
潮
「
久
米
仙
人
」
　
を
最
古
と

し
て
浮
世
絵
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
久
米
仙
人
は
中
国
の
道
士
風
の
衣
装
、
女
性
は

江
戸
の
当
世
風
俗
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
本
図
も
こ
の
伝
統
を
守
る
。
「
落
ち
て
会
う
」

か
ら
　
「
落
合
」
　
か
。
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六

1
3
2
　
歌
川
国
芳
　
木
曽
街
道
六
十
九
沢
之
内
　
大
井
　
斧
定
九
郎
　
大
判
錦
絵
　
嘉
永
五

年
（
一
八
五
二
）
五
月
　
加
賀
屋
安
兵
衛
　
岐
阜
県
博
物
館

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
　
か
ら
。
場
面
は
都
外
れ
の
山
崎
街
道
。
娘
を
祇
園
に
売
っ
た
金
を

懐
に
入
れ
た
百
姓
与
市
兵
衛
の
背
後
か
ら
、
塩
冶
家
（
浅
野
家
の
戯
曲
上
の
設
定
）
の
浪
人
、

斧
定
九
郎
が
　
「
お
お
い
、
お
お
い
、
親
父
殿
」
　
と
呼
び
か
け
る
（
ゆ
え
に
　
「
大
井
」
）
。
足
を

止
め
た
老
人
を
殺
し
て
金
を
奪
う
が
、
直
後
猪
に
間
違
わ
れ
、
早
野
勘
平
に
討
た
れ
る
。

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
、
初
代
中
村
仲
蔵
は
そ
れ
ま
で
の
演
出
を
改
め
、
黒
羽
二
重
の

衣
装
に
、
破
れ
傘
を
持
ち
、
手
も
顔
も
真
っ
白
に
塗
っ
た
姿
で
定
九
郎
を
演
じ
た
。
こ
れ

が
大
評
判
を
取
っ
た
。
以
後
、
定
九
郎
は
若
手
花
形
役
者
が
演
じ
る
重
要
な
役
と
な
っ
て

い
っ
た
。
本
図
は
こ
の
演
出
ど
お
り
の
姿
を
描
く
。

激
し
い
雪
の
中
、
牛
若
を
懐
に
抱
き
、
寒
が
る
今
若
・
乙
若
を
連
れ
て
歩
く
図
様
は
、

浮
世
絵
で
は
ほ
ぼ
定
型
化
。
本
作
品
は
出
品
番
号
1
3
8
・
鵬
の
錦
絵
と
比
べ
る
と
、
手
に
息

を
当
て
る
乙
若
、
懐
に
抱
か
れ
た
牛
若
な
ど
、
共
通
す
る
点
が
あ
る
。
錦
絵
と
土
人
形
と

が
図
像
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。

鵬
　
歌
川
国
芳
　
木
曽
街
道
六
十
九
次
之
内
　
大
久
手
一
ツ
家
老
婆
　
大
判
錦
絵
　
嘉

永
五
年
（
一
八
五
二
）
七
月
　
八
幡
屋
作
次
郎
　
岐
阜
県
博
物
館

江
戸
の
浅
茅
が
原
の
中
に
た
っ
た
一
つ
の
家
が
あ
り
、
老
婆
と
娘
が
住
ん
で
い
た
。
老

婆
は
旅
人
を
石
の
枕
に
寝
か
せ
、
上
か
ら
吊
る
し
た
石
の
綱
を
切
っ
て
、
寝
入
っ
た
旅
人

を
殺
し
、
金
品
を
奪
っ
て
い
た
。
あ
る
と
き
、
観
音
を
崇
拝
し
て
い
る
稚
児
が
泊
ま
る
こ

と
と
な
っ
た
。
稚
児
に
恋
心
を
覚
え
た
娘
は
身
代
わ
り
と
し
て
石
の
枕
に
眠
り
、
老
婆
に

殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
老
婆
は
こ
れ
を
嘆
き
悔
や
み
、
姥
ケ
池
に
身
投
げ
を
し
て
自
殺
。
実

は
こ
の
稚
児
は
浅
草
観
音
の
化
身
だ
っ
た
と
い
う
話
。
本
図
で
は
綱
を
切
ろ
う
と
す
る
老

婆
を
娘
が
止
め
る
場
面
を
描
く
。
背
後
に
は
千
手
観
音
の
姿
が
浮
か
ん
で
い
る
。

後
に
国
芳
は
一
ツ
家
の
老
婆
の
肉
筆
画
を
浅
草
寺
に
納
め
て
大
評
判
を
取
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
弟
子
の
芳
年
は
同
じ
画
題
で
　
「
月
百
姿
　
孤
家
月
」
　
を
描
い
た
。

千
手
観
音
は
手
が
多
い
の
で
、
「
大
久
手
」
。
し
か
し
、
実
際
は
浅
草
観
音
は
聖
観
音
。

鵬
　
歌
川
国
芳
　
木
曽
街
道
六
十
九
次
之
内
　
垂
井
　
猿
之
助
　
大
判
錦
絵
　
嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）
七
月
　
八
幡
屋
作
次
郎
　
岐
阜
県
博
物
館

本
図
は
『
絵
本
太
閤
記
』
を
出
典
と
す
る
。
豊
臣
秀
吉
は
幼
い
頃
、
寺
に
預
け
ら
れ
た

り
、
商
家
に
奉
公
に
出
さ
れ
た
り
し
た
が
、
気
性
の
激
し
さ
の
た
め
、
ど
れ
も
長
続
き
し

な
か
っ
た
。
三
歳
の
子
供
の
お
守
り
を
任
さ
れ
た
秀
吉
は
、
あ
る
日
出
奔
を
決
意
。
井
戸

に
子
供
を
く
く
り
つ
け
て
去
る
。
ま
さ
に
こ
の
場
面
を
本
図
は
描
く
。
樽
で
で
き
た
井
戸

か
ら
　
「
垂
井
」
。
コ
マ
絵
と
外
題
の
縁
は
千
成
瓢
箪
。

国
芳
は
　
「
英
名
三
十
六
合
戦
　
鬼
若
丸
」
　
で
も
本
図
と
同
じ
場
面
を
描
く
。

1
4
0
　
土
人
形
（
士
雛
）
　
常
盤
御
前
　
塑
造
彩
色
　
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
代
　
岐
阜

県
博
物
館

期
　
歌
川
国
芳
　
木
曽
街
道
六
十
九
次
之
内
　
関
ケ
原
　
放
駒
蝶
吉
　
濡
髪
蝶
五
郎
　
大

判
錦
絵
　
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
九
月
　
井
筒
屋
庄
吉
　
岐
阜
県
博
物
館

二
人
の
相
撲
取
り
、
放
駒
長
吉
と
濡
髪
長
五
郎
を
主
人
公
と
し
た
浄
瑠
璃

「
双
蝶
蝶
曲
輪
日
記
」
　
に
取
材
。
「
双
蝶
蝶
」
　
と
あ
る
の
は
二
人
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
に
あ
る

「
長
」
　
と
　
「
蝶
」
　
を
掛
け
た
も
の
。
本
図
で
も
彼
ら
の
名
の
　
「
長
」
　
を
　
「
蝶
」
　
に
変
え
て
い

る
。
初
演
は
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
。

本
図
で
は
そ
の
四
段
目
　
「
大
宝
寺
町
据
米
屋
」
　
の
場
面
を
描
く
。
長
吉
は
大
宝
寺
町
の

揖
米
屋
の
息
子
。
あ
る
日
長
五
郎
が
先
日
の
相
撲
の
勝
負
に
つ
い
て
恨
み
言
を
言
い
に
来

る
。
喧
嘩
に
な
っ
た
二
人
だ
が
、
結
局
和
解
し
、
義
兄
弟
の
契
り
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。

本
図
で
梯
子
を
振
り
上
げ
て
い
る
の
が
長
五
郎
で
、
そ
れ
を
迎
え
撃
つ
の
が
長
吉
と
考
え

ら
れ
る
。
背
景
に
は
野
次
馬
と
思
し
き
人
影
が
描
か
れ
る
。

こ
の
演
目
に
は
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
　
に
起
き
た
相
撲
取
り
と
火
消
し
の
喧
嘩
を
取
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七

り
込
ん
で
い
る
も
の
が
あ
る
と
指
摘
し
て
、
本
図
も
こ
れ
を
意
識
し
て
描
い
た
と
い
う
説

が
出
さ
れ
て
い
る
。

鵬
　
歌
川
国
芳
　
木
曽
街
道
六
十
九
次
之
内

年
（
一
八
五
二
）
六
月
　
辻
岡
屋
文
助

鵬
　
歌
川
国
芳
　
木
曽
街
道
六
十
九
沢
之
内

年
（
一
八
五
二
）
　
六
月
　
辻
岡
屋
文
助

今
須
　
曽
我
兄
弟
　
大
判
錦
絵
　
嘉
永
五

岐
阜
県
博
物
館

今
須
　
曽
我
兄
弟
　
大
判
錦
絵
　
嘉
永
五

岐
阜
県
博
物
館

が
富
山
で
刷
っ
て
い
た
。

本
図
は
養
老
孝
子
伝
説
に
取
材
。
な
り
ひ
さ
ご
を
腰
に
つ
け
て
酒
を
父
に
買
っ
て
い
た

男
が
、
薪
を
取
り
に
山
に
入
っ
た
と
き
に
酒
の
湧
い
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
霊
亀
三
年

（
七
一
七
）
、
天
皇
が
行
幸
し
て
こ
の
泉
に
行
き
、
感
じ
入
っ
て
養
老
の
滝
と
名
付
け
、
年

号
を
養
老
と
改
め
た
、
と
い
う
。
画
面
に
大
き
く
描
か
れ
る
男
は
薪
を
背
負
い
、
な
り
ひ

さ
ご
を
腰
に
持
っ
て
い
る
。
左
に
は
養
老
の
滝
が
見
え
る
。
右
上
に
は
天
皇
の
一
団
が
描

か
れ
て
い
る
。

『
曽
我
物
語
』
に
代
表
さ
れ
る
曽
我
兄
弟
の
物
語
に
取
材
。
兄
は
曽
我
十
郎
祐
成
、

弟
は

五
郎
時
致
。
本
図
で
は
曽
我
兄
弟
が
父
の
仇
、
工
藤
祐
経
の
館
に
入
り
、
そ
の
所
在
を
確

か
め
る
場
面
を
描
く
。
五
郎
が
十
郎
に
「
い
ま
す
」
と
合
図
を
送
る
と
こ
ろ
か
ら
「
今
須
」
。

外
題
の
緑
は
十
郎
の
千
鳥
と
五
郎
の
蝶
を
交
互
に
描
く
。

鵬
　
引
札
　
酒
店
　
明
治
時
代
（
一
八
六
八
～
一
九
一
二
）
　
岐
阜
県
博
物
館

引
札
と
は
江
戸
時
代
以
後
に
商
店
が
開
店
や
商
品
売
り
出
し
を
宣
伝
す
る
た
め
に
配
っ

た
札
。
現
在
の
チ
ラ
シ
に
あ
た
る
。
本
資
料
は
石
版
画
。
新
潟
の
酒
屋
の
広
告
。
酒
を
扱

う
こ
と
か
ら
、
養
老
孝
子
伝
説
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
部
　
北
斎
・
広
重
も
描
い
た
濃
飛
の
名
所
・
風
景

○
養
老
の
滝

鵬
　
三
代
歌
川
広
重
　
小
学
教
育
大
日
本
名
所
図
会
　
養
老
瀧
　
横
中
判
錦
絵
　
明
治
九

年
（
一
八
七
六
）
頃
　
児
玉
又
七
　
岐
阜
県
博
物
館

養
老
の
滝
を
描
い
た
作
品
で
、
説
明
文
を
添
え
る
。
滝
の
あ
る
風
景
だ
け
を
描
い
て
終

わ
ら
ず
、
観
光
客
ら
し
き
人
物
も
描
き
添
え
る
。
な
お
、
本
図
と
ま
っ
た
く
同
じ
絵
柄
で
、

か
つ
同
じ
作
者
の
手
に
な
る
　
「
日
本
地
誌
略
図
　
養
老
瀧
」
　
と
い
う
錦
絵
も
存
在
す
る
。

こ
の
作
品
と
本
図
と
の
因
果
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。

1
6
7
　
葛
飾
北
斎
　
今
様
榔
籠
雛
形
　
模
本
（
美
濃
本
ニ
ッ
切
）
　
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）

五
月
刊
行
　
角
丸
屋
甚
助
・
西
村
屋
与
八
　
岐
阜
県
博
物
館

「
い
ま
よ
う
せ
っ
き
ん
ひ
な
が
た
」
　
と
読
む
。
櫛
と
キ
セ
ル
の
図
案
集
。
養
老
孝
子
伝
説

に
基
づ
く
も
の
も
掲
載
。
こ
の
モ
チ
ー
フ
が
キ
セ
ル
に
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
冊
子
は
櫛
や
キ
セ
ル
の
職
人
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
分
野
の
工
芸
職
人
も
使
っ
た
。

そ
の
た
め
、
保
存
状
態
の
よ
い
現
存
本
は
少
な
い
。

鵬
　
松
浦
守
美
　
本
朝
廿
四
季
　
美
濃
国
費
老
　
小
判
合
羽
摺
　
江
戸
時
代
末
～
明
治
時

代
前
期
、
十
九
世
紀
後
半
　
星
棲
堂
　
岐
阜
県
博
物
館

本
図
は
錦
絵
で
は
な
く
、
合
羽
摺
で
制
作
し
た
富
山
売
薬
版
画
。
売
薬
版
画
と
は
、
売

薬
商
人
が
進
物
（
お
ま
け
）
と
し
て
得
意
先
に
配
っ
た
、
代
表
的
な
品
物
。
富
山
の
職
人

1
6
8
　
養
老
名
勝
絵
葉
書
　
養
老
の
瀧
　
大
正
後
期
～
昭
和
初
期
、
一
九
一
〇
～
三
〇
年
代

筒
井
盛
華
堂
　
岐
阜
県
博
物
館

「
よ
う
ろ
う
め
い
し
ょ
う
え
は
か
き
」
　
と
読
む
。
写
真
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
当
時
の
実

際
の
風
景
を
示
す
。
小
林
清
親
「
日
本
名
勝
図
会
　
養
老
湊
布
」
　
（
出
品
番
号
1
6
4
）
と
構
図

が
よ
く
似
る
が
、
清
親
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。



「錦絵が語る美濃と飛騨」出品作品について

八

○
阿
弥
陀
ケ
滝

Ⅲ
　
郡
上
八
幡
工
ハ
カ
キ
　
阿
弥
陀
ケ
瀧
　
昭
和
前
期
、
一
九
三
〇
～
四
〇
年
代
　
岐
阜

県
博
物
館

郡
上
八
幡
（
現
郡
上
市
）
　
と
そ
の
周
辺
の
名
勝
を
紹
介
す
る
、
八
枚
組
の
絵
葉
書
の
一

枚
。
実
際
の
阿
弥
陀
ケ
滝
を
撮
っ
た
写
真
。
葛
飾
北
斎
　
「
諸
国
瀧
廻
り
　
木
曽
路
ノ
奥

阿
弥
陀
ケ
瀧
」
　
（
出
品
番
号
刑
）
と
は
大
い
に
異
な
る
。

本
書
に
は
飛
騨
の
藤
橋
が
絵
入
り
で
紹
介
さ
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
藤
橋
が
葛
飾
北
斎

「
諸
国
名
橋
奇
覧
　
飛
越
の
堺
つ
り
は
L
L
　
（
出
品
番
号
1
8
3
）
　
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
推
測

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
の
藤
橋
に
は
手
す
り
が
あ
る
が
、
北
斎
の
図
で
は
そ
れ
が
な

く
、
下
に
落
下
防
止
の
網
が
渡
さ
れ
て
い
る
。
柴
を
背
負
っ
て
画
面
右
奥
を
向
い
て
橋
を

渡
る
人
物
は
共
通
す
る
。

第
六
部
　
舞
台
は
岐
阜
　
芝
居
・
伝
説
・
出
来
事

○
箆
の
渡
し

1
1
4
　
歌
川
国
芳
　
木
曽
街
道
六
十
九
次
之
内
　
武
佐
　
宮
本
無
一
二
四
　
大
判
錦
絵
　
嘉
永

五
年
（
一
八
五
二
）
六
月
　
住
吉
屋
政
五
郎
　
岐
阜
県
博
物
館

江
戸
時
代
の
剣
豪
、
宮
本
武
蔵
は
武
者
絵
の
主
題
と
し
て
好
ま
れ
、
巨
大
な
獣
や
妖
怪
な

ど
を
退
治
す
る
架
空
の
物
語
が
描
か
れ
た
。
本
図
で
は
武
蔵
が
寵
の
渡
し
に
乗
り
、
野
会

（
ム
サ
サ
ビ
）
　
と
空
中
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
武
蔵
と
宿
場
名
「
武
佐
」
　
を
掛
け
る
。

鵬
　
河
島
柳
一
飛
騨
街
道
図
巻
　
紙
本
署
色
　
江
戸
時
代
末
、
十
九
世
紀
半
ば
　
岐
阜

県
博
物
館

金
沢
藩
士
、
河
島
柳
一
が
、
信
州
上
田
か
ら
飛
騨
を
通
っ
て
富
山
ま
で
の
飛
騨
街
道
筋

を
描
い
た
絵
巻
。
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
　
六
月
四
日
に
江
戸
を
出
発
し
た
旅
に
基
づ

い
て
制
作
。
画
中
に
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
　
五
月
に
切
り
開
い
た
道
が
描
か
れ
て
い

る
た
め
、
制
作
時
期
の
上
限
が
設
定
で
き
る
。

飛
騨
の
寵
の
渡
し
も
描
い
て
い
る
。
江
戸
の
浮
世
絵
師
が
描
い
た
錦
絵
と
異
な
り
、
本

絵
巻
中
の
寵
の
渡
し
は
、
現
地
で
見
た
実
際
の
経
験
に
基
づ
い
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

○
壬
申
の
乱

鵬
　
美
濃
国
不
破
名
所
案
内
図
　
大
倍
判
墨
摺
絵
　
江
戸
時
代
、
十
七
世
紀
～
十
九
世
紀

半
ば
　
美
濃
不
破
関
月
堂
　
岐
阜
県
博
物
館

不
破
の
関
（
現
関
ケ
原
町
）
　
が
あ
っ
た
旧
跡
の
名
所
案
内
図
。
不
破
の
関
は
天
武
天
皇

が
壬
申
の
乱
の
後
に
設
置
。
朝
廷
を
守
る
関
で
あ
っ
た
が
、
桓
武
天
皇
の
と
き
に
廃
止
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
和
歌
の
歌
枕
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
名
所
と
し
て
親

し
ま
れ
た
。
本
図
で
は
関
跡
の
傭
轍
図
に
、
大
伴
家
持
や
藤
原
定
家
ら
の
和
歌
が
添
え
ら

れ
て
い
る
。

○
吊
り
橋

融
　
伴
高
藤
著
、
田
中
納
言
画
、
伴
資
親
校
　
閲
日
耕
筆
　
巻
之
一
大
本
　
文
化
三

年
（
一
八
〇
六
）
　
八
月
　
須
磨
勘
兵
衛
　
岐
阜
県
博
物
館

○
牛
若
丸
と
熊
坂
長
範

1
8
8
　
歌
川
貞
房
　
熊
坂
長
範
　
問
判
錦
絵
　
文
政
（
一
八
一
八
－
三
〇
）
～
嘉
永
（
一
八

四
八
～
五
四
）
頃
　
山
本
屋
平
吉
　
岐
阜
県
博
物
館

熊
坂
長
範
と
は
、
大
垣
市
青
野
町
に
残
る
と
い
う
　
「
長
範
物
見
の
松
」
　
の
上
か
ら
子
分

に
旅
人
の
往
来
を
見
脹
ら
せ
た
と
伝
え
ら
れ
る
盗
賊
の
頭
。
謡
曲
「
熊
坂
」
　
で
は
、
旅
の

僧
が
長
範
の
亡
霊
に
出
会
い
、
松
の
下
で
供
養
を
し
た
と
こ
ろ
、
長
範
が
牛
若
丸
に
討
た

れ
た
い
き
さ
つ
を
語
っ
た
と
す
る
。
本
図
で
長
範
は
薙
刀
を
持
ち
、
武
装
し
た
姿
で
松
の

根
元
に
控
え
て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
の
絵
柄
が
、
二
代
歌
川
広
重
の
　
「
名
誉
常
盤
松
」
　
（
出

品
番
号
鵡
）
　
に
も
見
ら
れ
る
。



守　屋　靖　裕

九

胡
　
歌
川
芳
艶
　
牛
若
丸
と
熊
板
張
範
　
大
判
錦
絵
三
枚
続
　
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

五
月
　
鳥
屋
吉
蔵
　
岐
阜
県
博
物
館

牛
若
丸
の
一
行
と
熊
坂
長
範
の
一
味
が
戦
う
場
面
を
描
く
。
熊
坂
長
範
の
手
下
た
ち
が

画
面
中
央
の
衣
に
向
か
っ
て
槍
や
刀
を
一
斉
に
突
き
立
て
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
牛
若
丸

で
は
な
か
っ
た
。
本
人
は
ひ
ら
り
と
跳
ん
で
身
を
か
わ
し
て
お
り
、
長
範
に
扇
を
投
げ
つ

け
て
命
中
さ
せ
る
。

外
国
人
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
濃
尾
震
災
の
記
録
写
真
集
。
掲
載
図
の
よ
う
な
、
長
良

川
の
鉄
橋
の
崩
壊
な
ど
を
撮
影
し
た
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

本
書
の
よ
う
な
写
真
製
版
や
印
刷
技
術
に
押
さ
れ
て
、
錦
絵
は
そ
の
役
目
を
終
え
、
明

治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
代
に
は
滅
亡
に
瀕
す
る
。

鵬
　
土
人
形
　
（
土
雛
）
　
牛
若
丸
　
塑
造
彩
色
　
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
　
岐
阜
県

博
物
館

牛
若
丸
を
立
体
造
形
化
し
た
作
品
。
熊
坂
長
範
と
戦
う
場
面
で
は
な
く
、
京
の
五
条
大

橋
で
弁
慶
と
対
決
す
る
有
名
な
場
面
を
表
す
。
牛
若
丸
は
笛
を
吹
き
、
そ
の
傍
ら
に
は
橋

が
見
え
る
。

2
1
4
　
片
山
逸
朗
編
　
濃
尾
震
誌
　
半
紙
本
　
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
三
月
　
勝
沼

武
一
岐
阜
県
博
物
館

岐
阜
市
の
片
山
が
編
集
し
た
濃
尾
震
災
の
記
録
。
岐
阜
測
候
所
の
観
測
・
研
究
成
果
を

取
り
入
れ
、
岐
阜
・
大
垣
な
ど
の
被
害
状
況
を
掲
載
図
の
よ
う
な
図
を
入
れ
て
紹
介
。

こ
の
よ
う
な
印
刷
物
の
普
及
も
あ
り
、
錦
絵
の
出
版
は
終
焉
に
向
か
う
。

○
関
ケ
原
の
戦
い

2
0
2
　
関
ケ
原
合
戦
図
絵
巻
　
下
巻
　
紙
本
署
色
　
江
戸
時
代
後
期
、
十
八
～
十
九
世
紀

岐
阜
県
博
物
館

時
間
を
迫
っ
て
関
ケ
原
の
戦
い
の
様
子
を
描
い
た
絵
巻
。

上
図
は
岐
阜
城
落
城
の
場
面
。
東
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
、
城
主
の
織
田
秀
信
（
信
長
の

孫
。
幼
名
は
三
法
師
）
　
は
降
伏
。
笠
が
出
て
い
る
の
は
降
伏
の
合
図
で
あ
る
。

下
図
は
河
渡
の
戦
い
の
場
面
。
東
軍
の
黒
田
長
政
ら
が
西
軍
を
河
渡
川
（
長
良
川
）
　
で

破
っ
た
戦
い
で
あ
る
。
図
で
は
長
政
ら
が
川
を
馬
に
乗
っ
て
渡
っ
て
い
る
。

2
1
5
　
濃
尾
大
震
災
横
死
者
三
十
七
回
忌
供
養
〃
西
国
三
十
一
二
所
本
尊
観
世
音
連
合
開
扉
ポ

ス
タ
ー
　
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
　
岐
阜
県
博
物
館

濃
尾
震
災
か
ら
三
十
七
年
目
に
行
わ
れ
た
、
震
災
横
死
者
の
仏
事
供
養
を
知
ら
せ
る
ポ

ス
タ
ー
。
同
時
に
行
わ
れ
た
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
の
本
尊
ご
開
帳
も
告
知
す
る
。

こ
の
頃
に
は
既
に
錦
絵
は
版
行
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

本
稿
の
解
説
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
、
浅
野
秀
剛
氏
（
千
葉
市
美
術
館
）
、
岩
佐
伸
一

氏
（
大
阪
歴
史
博
物
館
）
、
緑
井
淳
子
氏
（
岐
阜
県
図
書
館
）
、
佐
々
木
守
俊
氏
（
町
田
市

立
国
際
版
画
美
術
館
）
、
菅
原
真
弓
氏
（
京
都
造
形
芸
術
大
学
）
　
か
ら
ご
教
示
を
賜
り
ま
し

た
。
ま
た
、
各
作
品
所
蔵
者
か
ら
報
告
書
執
筆
及
び
写
真
掲
載
の
ご
快
諾
を
賜
り
ま
し
た
。

末
筆
な
が
ら
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

○
濃
尾
震
災

2
1
3
　
L
O
h
n
 
M
手
e
、
W
．
K
．
B
…
〔
○
コ
著
、
K
．
〇
g
a
w
a
写
真
　
「
J
O
 
m
a
「
芋
q
u
a
k
の
〇
十

L
a
p
a
⊃
－
一
∞
①
一
．
洋
装
本
　
明
治
時
代
後
期
、
十
九
世
紀
末
～
二
十
世
紀
初
期

「
a
n
e
）
C
r
a
w
ぎ
d
）
曾
C
〇
．
）
Y
O
k
O
h
a
B
a
．
」
a
p
a
n
　
岐
阜
県
博
物
館
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号謹棚潟弼碇粥の徳嵩轡 

3
　
歌
川
国
芳
　
大
多
喜
永
の
蛾
塀
修
復
　
岐
阜
県
博
物
館

Ⅱ
　
豊
原
国
周
　
大
日
本
三
名
将
鑑
　
岐
阜
県
博
物
館
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「錦絵が語る美濃と飛騨」出品作品について
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「錦絵が語る美濃と飛騨」出品作品について
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「錦絵が語る美濃と飛騨」出品作品について
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「錦絵が語る美濃と飛騨」出品作品について

謹享 ��依��俘)nﾈ�962�棚一課饗鬱海沼覇 消 偖�4ﾙFYxXﾉﾉLｾｦ��薄霧i＿＿理 ��i繭章一　　　騒弱輩 刹囃ﾄ 劍����v��h��48�X峵�

睦言 劔「ふん∴：∴∴ 愛妻 　鉦 剿�>Y-H����kb���ﾈ�ﾈ��-Iﾙｲ��員ﾈvB�����������ｶ����剽� 電淡＿－一 筆 ヽ＿‘ 言動田 ��ﾂ�∴ ���������ｭ2�丼�蓼��ﾘ"�

「∴ 凵_∵ 

譜 佩ﾈｨ��k9<R� ��譲 ��x�h���b�D｢�∴∵∴∴子∴∴∴ 三晶÷i二慈二二三三 ����������������h�����末�����>X挟�YI���∴／ �������靈謦��h����h���

∴∴ 　∴∴∴∴∴｝∴ ��露 ��偖ﾈ��gﾂ�‡ 
鞄 ��∴∴ 十i畷 ��∴÷ ���������7ｹ)R� 

′　i一∵ �� � ������ �� ��

∴ ��∴「∴「言 劔 ��隱韶Y�一�������

綴章子言霊∴∴∴∴：態 劔���������� ��

∴： ��X�h��� 亦�������� 末迄��咤����ﾆ��)kh��ﾎ｢�:ｨ鈷ﾎｨｭI��DhｴR���翻 轍綴 � �6ﾖ�?�蔗�瀧 盗 

襲 

一一隷盤喜議‾ ＿＿↓．言 説 劔 

実∵主i′ �6ﾖ��

ー＼‾萱 侏�� � 

∴一 � ��� � � �� 

＼ � �� �� � � �� 

i＼ � � ��緋蜜蒋ノ、′響 

岳／ �� �� ��「∴一二二∴　「 劔 �� 

顕：二’÷ 凵�� �����������R�ｽ��ｩ/ｨ�������������� ��8�ﾈ�������������ﾈ92�末�����迄���迄�ﾈ�F���� 剽ｦ、－ ） ∴： ∴∴∴：： �����｢��������1、一． i：二へ這 ‡（ ） ii （ 弘一．基 
／　・ �� 凾ｴ＼ 剪�

i＼ 剪��� ��詳言詰 � 末����ﾂ���h������-8抦ﾋ��

140

∴．：∵． �� 剪�

：∵∴ ∴∴∴∴∴∴－「； �ｨ����r�∴∴ 園器園田綴 ∴∴∴　－： �����������剏� 冖hv��耳����ﾞ��；／ii ／i∴ ��

∴∴：：∵∴∴ 綴弱音88畷闇麗 劔:ｲ���剌ﾃ 

熊 �� � �� ��

∴「 �� ��ー灘＿艶i÷′ 　∴∴∴ ������b�������ｷｶ���������H�������ｽ��9?�����

：∴ � 劔4ﾘ､ｩ[yJ訷Xｶ��

∴∴言 ∴÷∴ 　犠ii‾ 　謙 遜読∴∴∴∴∴完 ��7－1：、 三三彊雲iiii ��������b� 豫�Y4ﾙ~ﾙwx�����ﾒ�凵^ 

－駆 

漁轍‾i髄i懸濁 

∴∴ 　　　∴∴ 　　　∴∴ 

．捷　　　　　　111、－鰭　　　　　　　　　　　　議題田園漢音SSSS田圃 

1
3
3
　
歌
川
国
芳
　
木
曽
街
道
六
十
九
次
之
内
　
大
久
手
一
ツ
家
老
婆

岐
阜
県
博
物
館

鵬
　
歌
川
国
芳
　
木
曽
街
道
六
十
九
沢
之
内
　
垂
井
　
猿
之
助

岐
阜
県
博
物
館

土
人
形
（
土
雛
）
　
常
盤
御
前
　
岐
阜
県
博
物
館

朋
　
歌
川
国
芳
　
木
曽
街
道
六
十
九
次
之
内
　
関
ケ
原
　
放
駒
蝶
吉
　
濡
髪

蝶
五
郎
　
岐
阜
県
博
物
館



1，　∴∴；∴ ����榎�� ���*��ｸ�ｴﾆ����������ｴV��

∵一∴一子一∴∴一∵∴：：∴∴：∴響子∴㍗：∵「∴「∴ ∴∴∴∴∴∴一一一‾‾‾‾－∴ 烹立＝、i遜誓ン冨“＝、’i‾《、‾ジー＝｝“i‾‾ ； ��i撥ノ �������gﾈﾉy�雨��

／： ��ヽ： 

hi＝ i 網閏囲圃韓認諾商議 欝議 ‾iiii＿■i撥 ∴∴ ∴∴ くiノi ∴∴∴∴∴－ 認 一戦 をiii隷 蒋′ 溺闇＼噸 闘 曲目囲 怒 �� ������h���(����������ﾂ�6�6)�i$x�X�������頡ｩo"�
∴ 

＝1年生霊i 幸吉 ii二滴灘‾擾繍 ∴ ��翳 ∴i ノ葎 ！∴ i議 離 籍 撥続 ∴∵ i縫 

窮 　∴∴∴ 「∴ 　二，／ 繊＿－i一志11° 

「‾まi ������譲綴彊巨ヽ ※繕遡賀蟻 ∴∴∴∴＿． i不、＞“持 ��������������X��|���+2�

鰯饗 饗i 估B��������　懸 　一㌧∴ ∴∴ ∴∴ ��"� 

1－高一i ∴∴；∴∴ � 

∴∴● ∴∴「∴一∴ 懸i≡ ：∴∴∴ 一志 ∴∴ヾ 

∴∴∴∴∴∴∴∵「∴∵∴面叩n即’’”「「∴∴： 幸二 i ��．÷：∴ 醸 剔F議萌 ‾懸 瞭 

宣布料∴吉田＼ ��� 

i ∴ 空輸 〝i‾ゝく1、 �� � 

∴∴∴ →111－、 ヽ 圏iiii、＿ii 諒 tU∴∴∴「∴∴ ∴∴ 圏闘 鶏醜 さ欝、翻轟音‾ 倅��ｦ��X�R��8ﾘ(6ﾘ98ﾅﾂ������･ﾉ>S��ﾉ:ｲ�∴ ：「．∴∴∴： i一∴∴∴ 蟻、三1－預揺 さi ＝燭‾iii享 ：∴． 凵謌黶�F∴∴：∴ ー懲鎌瀬一一i饗 違藍 〇一 

：　　一　：　　‾

一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

裕

鵬
　
歌
川
国
芳
　
木
曽
街
道
六
十
九
次
之
内
　
今
須
　
曽
我
兄
弟

岐
阜
県
博
物
館

鵬
　
三
代
歌
川
広
重
　
小
学
教
育
大
日
本
名
所
図
会
　
養
老
瀧
　
岐
阜
県
博
物
館

靖守
　
鵬
　
歌
川
国
芳
　
木
曽
街
道
六
十
九
次
之
内
　
今
須
　
曽
我
兄
弟

岐
阜
県
博
物
館



「錦絵が語る美濃と飛騨」出品作品について
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「錦絵が語る美濃と飛騨」出品作品について
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「錦絵が語る美濃と飛騨」出品作品について
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∴　　∴ 劔 �� ��b�∴： 談蟄唯継餓 ∴∴∴ ∴i∴∴／ 

∴ 　　　　　　　経絡締 ∴岬－－　．∴∴ 劔��R�

撥 ／∴． 諦繊 人繊 �������������������ﾉ>V��Y'��ﾂ�　潜熱鶏験餅 ∴∴∴ 一∴∴∴∴子： 一∴∴∴ 一∴∴∴ 結線、満 ：ii／ �ｨ��������vH�����������ｨ爾���������R������h�ﾈ�����������b� ��∴ ��∴： 「∴ ∴； シ∴∴ 
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「錦絵が語る美濃と飛騨」出品作品について
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